A Study of Teaching Guidlines and Methods of the International Economics : A Pracfical Theory in the Classroom by 石井 榮一 & 山岡 昭吉
ー 論文 - 高 岡短期大学紀要 第 6巻 平成 7 年 3月
Bull.Taka oka Natio n al Couege, V ol.6, M arch1995
国際経済論の指導内容と指導方法に関する 一 研究
一 教室に おけ る実践論 -





国際経済お よび国際経済論の 知識と , 国際経済情報に対する知識と技術を修得させ る ため ,
1) 研究発表を中心とす る国際経済論の 主体化と 2)多様な授業形態に よ る 講義内容の 立 体化
とをはかり , 国際社会の 中で 生きて い くため に必要と思われる知識や技術 , そして自発的か つ 創
造 的な研究態度 を育成する講義を考えた ｡
キ ー ワ ー ド
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1 はじめに
国際経済の 実態およ び国際経済論の 知識と ,
国際経済情報 に対する知識と技術を修得させ
るため , 1) 研究発表を中心とする国際経済
論の 学生 自身によ る学習内容の 主体化と2)
多様な授業形態 に よる講義内容の 立体化 ･ 構
造化とをはか り, 国際社会の 中で生きて い く
た め に必 要と思わ れる知識や技術 , そして 自
発的か つ 創造的な研 究態度 を育成 して い く講
義を行 っ た ｡
｢国際経済｣ の 講義は , 4単位 ･ 週 1 ･ 90
分 ･ 学生数50人講義を想定 して い る ｡ こ の 限
られ た時間内で学習内容の 主体化と授業内容
の 立体化をはか るため に , 一 方的に なりがち
な講義形式を極力減ら した ｡ 学生 によ る発表
学習を繰り返す形式を主軸に , 多様 な授業形
態を展開し , 国際経済の 実態ならび にその 理
論的背景 であ る国際経済論を多角的か つ リ ア
ル に と らえ, 自発性と創造性が育つ 授業方針
をと っ た ｡
2 講義の 基本方針(重点的留意事項)
学習内容の 主体化と授業内容の 立体化をは
かるた め , それぞれ につ い て , 次の ことを重
点的に配慮 し , 授業の 基本方針と した ｡
2.1 発表学習を中心とする学習内容の主体化
国際経済に関する多種多様 な情 報 ･ 知識 と
技術の 修得と主体的に 情報収集し , 考 え , 情
報を処理し , 発表して い く能力を身につ けさ
せた ｡
2.1.1 方法と しての指導過程 ･ 段階の設定
身に つ き定着する に は , それ に要する だ け
の 十分な時間と繰り返しが必要と なる ｡ より
効果的な定着化の ため に同質的な内容 を繰り
返すよう に指導 した ｡ サ イク ル を措くような
螺旋的発展を して い くよう にした ｡
学生に と っ て 無理 の な い ように , 当初 は 4
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人1 組1 班の班単位の 発表をさせ た ｡ 班単位
の 発表を 1年間で 3回当た るように し , その
2 回目から は班の 中でも個人的側面 (解説 ,
独自の 意見 ,感想等) を前面に出させ た ｡
次の 発表ま で他の 学生の 発表か ら学べ るよ
うにする こ と , 学生の 個性がで るように 幅を
もたせ られ る発表形式と内容 にする こ とな ど
の 配慮をした ｡
班単位の 発表とともに , 自分の 選ん だ課題
に つ い て , 新聞を中心とする資料 を継続的に
追跡調査する個人単位の 新聞継続研究を行 っ
た ｡ 後期第 1 ･ 2匝! 目, 翌年第1 ･ 2 回目に ,
選出され た優秀な レポ ー ト の研 究発表を行 っ
た ｡
こ れ らの 指導にお い て 最も重視すべ き こと
は , 研究の 進め方, 情報の 収集 , 整理 ･ 処理
の 仕方か ら資料の 取扱 い 方 ･ 発表の仕方な ど
の プ レゼ ン テ ー シ ョ ン に至 る まで , た たき台
と して の マ ニ ュ ア ル ･ 作業手順書を学生 に提
示する こ と で ある ｡ こ こ で はその 一 部を後述
する ｡
2.1.2 指導媒体と して の教材
学生が主体的に 考えられ , か つ 発表しやす
い 教材 ･ テ キス トを選ぶ ｡ 研究発表の 当初に
はス ト ー リ ー 性 があり , 主人公もその中心に,
利害関係者がとりま い て い るもの が通 して い
る ｡ また経済的事象の 背後の 利害集団や諸機
関の 関係 が分か りやす い もの が よ い o 加えて
視聴覚世代に 親 しめ るもの , と いう 見地から
『マ ン ガ日本経済入門 ･ 合本版』(FOR T U N-
E誌(1987年12月)で も紹介され た) を最初の
研究発表の テ キ ス トと して 選ん だ ｡ 次に 定評
が ある 日本経済新聞社刊の テ ラ ス シ リ
ー ズ を
選ん だ ｡ 『テ ラ ス で読 む日本の経営』 , 『テ ラ
ス で 読む世界経済読本』 である ｡
発表用テ キス トの 順序 には次の意図がある ｡
『マ ン ガ日本経済入門 ･ 合本版』 で学生 に 親し
み易く学 び易くし , か つ 具体的な事実とそ の
背景の 構造的な事柄 に 関心をもたせ 主体的に
考えさせ る ｡ 『テ ラ ス で読む 日本の 経営』 で ,
日本企業の 経営の 視点から , 主体的に現在の
国際経済を考えさせ る ｡ 上記 2冊で , 国際経
済 に関わる基礎的な知識 ･ 事実を重複させ な
がら走者させ た上 で , 『テ ラ ス で 読 む世 界経
済読本』 で , 国際経済を構造的体系的に 取り
組ませ る ｡
講義解説で , 系統的に 学んだ 国際経済論の
諸理論が , 発表の 繰り返しと研究内容に ある
具体的事実の 度重 なる肉付けに よ っ て , 学生
に定着 して い く ｡
講義解説用の テ キス トは , 伊藤元重著 『ゼ
ミ ナ ー ル 国際経済入門』 日本経済新聞社刊を
使用 した ｡
国際経済学の 理論 につ い て は , 研究発表の
な い 講義時間で 講義すると とも に学生 の 研究
発表の 講評時に 解説 した ｡
2.1 .3 学生 の 自信 と学習意欲 を高 める 指導
上の 留意事項
学習内容の 主体化の 鍵を握るの は学生の 自
信と思われ る ｡ で きる , で きた , またできた ,
と い う小さ な成功体験の 積み重ねの 後に自信
が つ き , 次に 面白さが実感できるように なる ｡
ク ラ ス の 学生全員の 前で 解説や独自の意見を
発表する こ と は , 自信と ともに面白さ ･ 楽し
さを実感させ る こ とがで きる ｡ 研究発表に つ
い て は , 教師が 介入する の は極力避け, 学生
が自力で で きたように する ｡ 主役 はあくまで
学生で あり学生 に花をもたせ るように する こ
と が重要で あろう ｡ こ の ため に は ､ 学生 が自
力で できるよう に マ ニ ュ ア ル な どの作業手順
や ル ー ル を詳細 に提示して お く必要がある ｡
つ ぎに 指導上の 具体的留意点 に つ い て述 べ
て み る ｡
(a) ｢で きる｣ と実感させ る ため の指導
具体的な方法論 を参考 ･ たた き台と して
例示 した ｡ 情事削文集から の 各段階の 細か い
マ ニ ュ ア ル を明示した ｡ 発表したあとの 講
評は優劣の 評定的なもの よりも , どの 側面
に重点をお い たも の か な どの 個性的側 面の
国際経済論 の 指導内容と指導方法 に関する 一 研究
評価をするよう心が けた ｡
(b) ｢できた｣ と実感させ る ための 指導
1) 段階的指導と責任の 分散化
は じめ の 発表は班単位の発表に して , 学習
範囲を班員で 分担 し責任を分散させる ｡ 当初
はテ キス トの 本文を マ ニ ュ ア ル 通りに写せ ば
レポ ー トが完成する水準の 学習を要求した ｡
21司目以降評価が上 が るチ ャ ン ス があるとと
もに , 板書を活用した解説や個 々 人の 独自の
意見を発表する こ とを強調 した ｡
2)｢失敗｣ と しない 評価
形成的評価 と して , 講評で は具体的にほ め
た ｡ 批判とと られる よう な評価は しな い ｡ 他
の 班の 発表との 比較 で も, 班 によ る重点の 違
い や個性と して 講評 した ｡ 要約が上 手な ど｡
｢ 分か らなか っ た｣ 事柄で なく , 自分 なり に
｢わか っ た｣ 事柄を中心に 発表 させ た ｡ 発表
の 前半は手順書通りの 機械的作業結果の プリ
ン ト内容の解説 ･ 報告 , 後半はその 報告内容
全体の 要約と意見 , 感想に した ｡
教材が新入社員必読書 に入 っ て い る こと や
学習して い る内容が社会人に と っ て も難 しい
と こ ろ が多い ことを知らせ , 高度な ことをや っ
て い る自覚 と , わか ら な い こ とがあ っ ても当
然 で 失敗で もなん でも な い こ とを各班の 発表
の 前後な どに 繰り返し言 っ た ｡
3) ｢面白い｣ と感 じさせる指導
授業 へ の 参加だけで は なく , 授業の 主役に
なり自己主張が できるよう に ル ー ル を決め ,
設定 した ｡ 他の 人と違う自分を自覚させ , 自
信を つ けさせ た ｡ 発表内容ば かりで なく , 栄
表方法や表現 の個性的側面を十分に評価 し ,
個 々 人の 努力と工 夫を具体的に解説して 認め
た ｡
2･2 多様な授業形態による授業内容の 立体化
国際経済に 関する多種多様 な情報 ･ 知識 に
触れ させ る こ とに よ っ て 国際経済の 実態の把
握と生の 国際経済情報に対応できる情報収集 ･
処理能力 なら びに 国際化の もと で重要視さ れ
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て きて い る発表などの プ レゼ ン テ ー シ ョ ン 能
力を身に つ けさせ た ｡
2.2.1 情幸副文集 ･ 処理 ･ 発表の知識と技術
資料 ･ 情報の 集め方 , 内容の把握 ･ 整理 の
仕方, 発表資料作成や発表の 仕方等の 知識と
技術 を理解 ･ 修得させた ｡ 具体的に は , 後述
する指導 マ ニ ュ ア ル を参照の こ と ｡
2.2.2 生の 国際経済 の情報に か か わる
知識と技術
国際経済の 第 一 次情報か ら国内の新聞 ･ 雑
誌等の情報まで の情報流通機構の 仕組み と担
当者そ して 取り扱われ た情報その もの に対す
る知識と収集 ･ 処理する技術を理解させ た ｡
具体的に は , 情報流通の 媒体と して の 情報
流通機構に 関わる事柄 に つ い て は次の こ とが
あげられ る ｡ 1) 日本の 新 聞各社や 証券会社
な どの 海外特派員の 限られ た人数とそ の情報
入手法 ･ 方法 ･ 経路 , 2) 性格を鮮明 に打 ち
出す欧米各新聞 ･ 経済誌の 特徴 ･ 活用法, 3)
米国行政官僚の 調査機関と して 活用され て い
る 有名大学の 研究紀要の 特色と所属色, など｡
流通する情報その もの に つ い て は
,
1) 全
世界の 経済情報すべ て が収集さ れる米国に パ
ソ コ ン 通信で ア ク セ ス して 第 一 次情報を出力
したり , 2) 米国や国内 の デ ー タ - ベ ー ス に
ア ク セ ス して 第二 次関連情報を収集する ｡ 3)
欧米の 4大経済誌 (EC O N OM IST
,
FOR T U-
N E,B USI N ESSW E E K,FOR BUS) や4) 国内
経済誌 (野村サ ー チ , 日経 ビジネ ス 等) な ど
も扱 っ た ｡ また , 5) 米国の ニ ュ ー ス専門チ ャ
ン ネル ･ CN N放送, 経済 ニ ュ ー ス 専門チ ャ ン
ネ ル ･ 日経 ニ ュ ー ス , 世界各国の ニ ュ ー ス 番
組を含むN H K衛星放送な どのT V番組 を 収録
した ビ デオ を活用した ｡
これ らの 多様な情報と その 取扱 い を多様な
授業形態の なか で 展開する こと に よ っ て
, 坐
の 国際経済情報に接触させ , その 経済の ダイ








テ キス トによ る班単位の 発 表 (3冊 , 学生
1人 に3 回) と新 聞に よ る個人単位 の 発表
(1 - 2回) の 2本立て ｡
3.2 教師に よる講義
(補助興味を促 す多様な授業形態)
1) 通常の授業形式 (教材 : 教科書 ･ 学生作
成の 資料プリ ン ト ･ 雑誌 ･ 欧米経済誌)
2) 映画 ･ ビデ オ
3) パ ソ コ ン通信
4) 外部講師 (ビジネス マ ン) ･ シ ン ポ ジウ ム
5) 外国人講師との 対話
次に , こ れ らの授業形態に つ い て 述 べ て み
た い ｡
4 学生 による継続的研究発表学習
4.1 テ キス トに よ る班単位の 発表
4.1.1 指導目標
経済の 抽象的な事柄を物語 で , 経済活動の
当事者の 立場 にな っ て 主体的に具体的に学習
させ る ｡
4.1.2 発表者 に対する指導内容 ･ 手順
手順書 ( 資料 ｢発表の 方法と 手順｣ ･ ｢ 発
表の 仕方｣を参照) を配布 して , 方法を詳細
に例示 し指導 した ｡
4.1.3 聴衆者に 対す る指導内容 ･ 手順
聴講の レポ ー トと して , 設問票 (資料 ｢評
価感想票｣) に答え提出するよう に指導 した ｡
聴衆者を評価す る ｡
4.2 新聞に よ る個人単位 の発表
夏 ･冬休み あ けの 2回
4.2.1 指導目標
新聞記事を同 一 テ ー マ で 時系列的に 追跡す
る こ とによ っ て , テ ー マ の 広がりと変化をと
らえる力を養う ｡ 継続的に行う ことによ っ て ,
情報を収集 し蓄積する能力を培うと ともに ,
背後の 経済的政治的流れ を つ か ませ , 自分の
独 自な考えを創り出して い く能力を身に つ け
させ た ｡
4.2 .2 指導内容 ･ 手順
手順書 ( 資料 ｢ 発表の 方法と手順｣(1X2X3)
を配布 して , 方法 を詳細 に例示し指導 した ｡
5 教師に よる講義
パ ソ コ ン通信の 授業資料配布と実習
こ こ で は , 反応の 大きさ と国際経済と いう
講義か ら パ ソ コ ン通信に つ い て 特に 述べ て み
た い .
5.1 指導目標
わが国の み ならず , 全世界の 現場から の リ
ア ル タイ ム の 生の 情報を伝えることに よ っ て ,
世界の 中の 日本を実感させる ととも に, 現段
階の 経済的諸問題に つ い て 理解させ た ｡ 身近
にある コ ン ピ ュ ー タ で海外に 簡単に ア クセ ス
で きる こ とを知らせ , 情報化社会に生きる こ
との 意味を理解させ た ｡ コ ン ピ ュ ー タ に よ る
情報処理能力と語学力は情報化 ･ 国際化社会
で 生活手段と して 必須の もの で ある ことを実
感させ た ｡
5.2 指導内容 ･ 手順
1) 資料と して 配布 した内容
日本の 経済 ･ 産業 ･ 企業情報 (新聞の 切抜
き), 米国の 情報 , デ ー タ ベ ー ス (日 本 ･ 米
国) の 情報 ｡
2) 実習的に実際に見せ る 内容 (パ ソ コ ン 実
習時)
パ ソ コ ン 通信 一 般 (ニ ュ ー ス 以外), 日本
の 新聞各社の 最新の 新聞記事情報を紹介 , 米
国の 記事 , 日本関連 ･ 国際経済記事 (欧米記
者の 英文記事)｡
国際経済論 の 指導内容 と指導方法 に関する 一 研究
6 成果ならび に反応
1) 班単位発表で は , 班内の 分担が良く , ま
た助け合 い をし , 工夫を凝ら して生き生きと
発表して い た ｡ 教官室 に学生が , 頻繁に 専門
的質問をしに くるよう に な っ た ｡
2) 個人単位新聞研究発表で は , 予想を上 回
る枚数の レポ ー トが多か っ た ｡ 平均的に は25
枚前後で , 50枚を超える学生も珍 しくなか っ
た ｡ 理解の 深化が顕著だ っ た ｡
3) パ ソ コ ン 通信 で は , パ ソ コ ン 通信独自の
情報網の 範囲の 広さ と便利さ に , 学生全員が
驚 い て い た ｡ ア ン ケ ー ト では全員が自宅で や っ
て み た い と こ たえた ｡
7 評価と課題
1) 班単位発表で は , 発表 に対する評価 は ,
配布プリ ン トや発表態度な ど多項目で評価 し,
発表時 に コ ン ピ ュ ー タ に入力 して すぐに 公表
した ｡ 学生に 理解 できたか どう かを質問する
班単位テ キス ト継続研究の 発表の 方法と手順
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発表者が増えたが , 聴衆の 学生 を上手 に引き
込む ル ー ル づ くりが必要と思 わ れ た ｡ (必 ず
3人以上 に質問する こ となど ｡)
2) 個人単位発表で は , テ ー マ そ の もの の難
易度や記入量とそ の 質, テ ー マ - の 主体的な
関わりな ど多岐な観点にわた っ て 評価 した ｡
3) パ ソ コ ン 通信で は , 実習で の 予想をはる
か に上 回る爆発的な反応に 驚 い た ｡ ぜ ひ続け
て み た い が電話回線の 教育的使用の教育予算
の 問題がある ｡
8 今後の 課題
今後の 授業運営の 課題は , 発表能力の修得,
聴衆学生の 授業参加な どがあげら れる ｡
学生の 潜在的能力 には目を見張る ｡ 授業形
態 に よ っ て , 学生の 表情 ･ 学習意欲は大きく
変わ る ｡ 文字より絵や音が得意な視聴覚世代,
自己主張好き, 物お じしな い , な ど今日の 学
生の 特徴 に合 っ た授業を模索して い きた い ｡
(指導用資料)
1 班の構成と発表方法 原則と して 1 班最大4 人 ｡ 1班 2 章を1 時間で発表する ｡
2 発表の 手順
2.1 発表の準備作業 プリ ン ト作成 ( 別紙 ｢ 発表の 仕方｣の 例示を参照の こ と)
(a) 流 れ 図 ス ト - リ ･ 物語の 展開｡ 場面 ･ 人物 ･ 話題 ･ テ ー マ ･ 起承転結な ど｡
(b) 関 係 図 登場人物相互 の 関係 (相互 依存 ･ 敵対的ライ バ ル ･ 支配従属な ど)
(c) 全体の 要点 一 言 で は , 何が言 い た い の か , に つ い て 書く｡
(d) 重要な用語 現代用語辞典な どの 各種の 辞典 ･ 辞書や参考書物で 調べ る ｡ コ ピ ー も可 ｡
(e) 新 聞 記事 テ ー マ ･ 物語に 関連 した新聞記事を貼り , 選んだ理 由と感想を付 ける ｡
2
.
2 発 表 (プリ ン ト配布 5分 ,発表25分, 感想5分 , 講評10分)
(a) プリン ト を配布する
(b) 用意した プリ ン トをもとに して 発表- できる だけ分かりやすく , 簡潔に ｡
黒板で の 図解が望まし い ｡ 25分がめやす ｡
(c) 感想･ 意見 自分 に と っ て 感 じた こと ｡ 喜怒哀楽 , 日本の 国 , 産業 , 経済 , 仕事 ,
メ カ ニ ズ ム な ど｡




1 発表に評価 ･ 感想
石井栄 一 . 山岡昭吾
学籍番号 氏名
(発表者･ 聴衆者) どちらか に ○印をつ ける
(前半 ･ 前の 章) Ⅰ ( 後半 ･ 後の 章)
(良い 点 , 改善点 , 良くなる方法 な ど)







(手順 , 図, 解説 , 説明な ど)
2 発表 ･ 内容の 感想
(a) 読みましたか ｡ (ゼ ロ , 途中, 1 回, 2回 , そ れ以上 ( )回)
(b) 一 言で い うと , どう いう事だ と思 い ますか ｡
(c) 最重要用語 ｡ (キ ー ワ ー ドを3 つ 列挙する)
(d) ど こが理解 しや すか っ た で すか ｡
(e) 内容の 改善点 ｡ (こう して もら っ た方が い い なあ , と い うような意見 ･ 感想)
(り 他に気づ い た点 ｡
個人単位新 聞継続研究の発表の方法と手順(1) ( 指導用資料)
1 提出期限
夏期休業 ･ 冬期休業な どの各休業あけの 講義時間の 一 週間前まで に提出する ｡
2 用 紙
(a) 用紙の 種類
原則と して , レ ポ ー ト用紙 ｡ ワ ー プ ロ 用紙は認め るが , 原稿用紙は認め ない ｡
(理由) 書くべ き内容や デ ー タが充分で は な い ときに , 慣れ て い な い 原 稿用紙の 枠 に は
め て書かせ るの は自信とや る気を失わせ る傾向がある ｡ レポ ー ト用紙で あると ,
カ ー ド式情事糾文集を真似 る こ とが でき , 1枚 1要件の整理が しやす い ｡
(b) 用紙の色
白色の もの ｡ 聴衆の 学生全員に印刷 ･ 配布する時 , 色用紙 は印刷し にく い ｡
3 書 式
(a) 表紙なら びに 本文の 書き方に つ い て は ､ 講義中に 指示した内容 に合わせ る ｡
(b) 項目番号の 表記は , Ⅰ , 1 , (1), ①, A , 1 , とする ｡
(c) 原則と して , 右側を閉 じる ｡
前頁裏面1 頁分に講評な どの 書き込み が出来る ｡ 右側に 余白約 2 c mと る ｡
4 内容 ･ 項 目の 分類
(a) 記事要約
日付 , 新聞社名 , 記事内容の 要約 を時系列的に列挙する ｡
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(b) 記 事
日付 , 新聞社名を明記 して 新聞記事そ の ままを糊付けする ｡ 記事の コ ピ ー でも良 い ｡ 読
める程度の 大きさに する こと ｡
(c) ニ ュ ー ス と して 強調される意味
なぜ ニ ュ ー ス と して 報道さilた の か , 自分なりの 考えを書く ｡ 主観的な考えや推定で も
良い ｡
(d) 事実分析
当事者間の 関係と利害得失な どを中心 に事実関係を整理する ｡ 当事者を列挙 して , 相互
の 関係や利害得失を書く ｡ 関係図を書 い て 整理する こ とが望ま しい ｡
(e) 背景･ 原因 ･ 前提条件
過去の 出来事 , 制度 ･ 組織 ･ 風土 的背景を確認また は推論する ｡ 木の 枝 ･ 幹 ･ 根 - と ,
背景な どをさか の ぼ る こと に よ っ て , 個 々 の 原因を考え , 対策な どを思 い 浮かべ る ｡ 流れ
図を書 い て整理する こ とが望まし い ｡
(り 今後の 影響
今後 , 予想さ れる出来事｡ 可能な限りわが 国全体 , 当事者 , そして 自分達の 生活に結び
付ける こ と ｡
(蛋) 問題点
可能な限り当事者の 利害得失を中心に して , 当事者そ れぞ れの 立場 に な っ て解決すべ き
問題 に つ い て 書く こと ｡
(h) 対策 ･ 解決策
ばく然的に も具体的に も考えられ な い ときは , 新聞記事の 引用だけでも良 い が , その と
き は解決策の 数を多くする ｡
(i) 対策の 実施可能性 と成果の 予測
対策が実際 に実施できる か否か を各当事者の 立場と背景を考えて 想像してみる ｡ つ ぎに ,
より実施可能なもの を選択する ｡ その 対策通り行われ たら , どう いう結果が で るが想像 し
て み る ｡
(j) 総合意見 ･ 感想
意見や考え, 感 じた ことな どを列挙して い く｡
個 人単位新 聞継続研 究の発表の方法と手順(2) (指導用資料)
5 書き方の 原則
(a) 追加記入の 原則
考えた こ と , 気が つ い た こ と な どを追加記入して い く こと ｡ 前 にさか の ぼ っ て , すで に
前 に書 い て ある ことを訂正また は整理統合を しな い ｡ 訂正 または整理統合するときは , そ
の 旨を追加記入する こ と ｡
(理 由)1) 記事や 考えの 時間的プ ロ セ ス が追える ため ,事実確認や 思考 の プ ロ セ ス が確 認
で きる ｡ 2) 生徒が時間の ある ときに , 追加 メ モ気分で 記入するため , 継続的な思
考や記述 , 考えの 深化をはかる こと がで きる ｡
(b) 用紙1 枚1項 目以下 の 原則
た とえ1項 目が 2 ･ 3行で 短くて も , レ ポ ー ト用紙･1枚に 2項 目以 上は記入 しない こと｡
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(理由)1) 追加記入が で きる ｡ 2) 枚数が増えると研究する気がで る ｡ 3) 余白があれ ばあ
る ほ ど , 余白を埋めたくなり レ ポ ー ト の勉強に拍車がか か る ｡
(c) 記事の 引用第1 ･ 私見第2 の原則
各項目に該当する新聞記事がある場合は記事の 本文を引用するの が第1段階 , 各新聞の
記事を比較検討 し, 考えた自分の 意見を書くの が第 2段 階とする ｡ 引用の 段階で 思い つ い
た こ とが あれ ば , 書 い て も良 い ｡
(理由)1) 引用か ら始め れば書き続け易 い ｡ 2) まず第1 に , 多くに記事を正確 にと らえ ,
多角的構造的に考え, 自分に 意見を言える だけの デ ー タ を蓄積する ｡ 3) 途中ひ ら
め い た考えは ,貴重な独創的なもの で ある場合 があるの で , そ の まま記録する ｡
個人単位新聞継続研究の 発表の 方法と手順(3) (指導用資料)
6 調べ 方と意見の 出し方
6.1 調 べ 方
(a) 選ん だテ ー マ の 関連記事を各新聞か ら集め る ｡
(b) まず共通事項を確認する ｡ 上 記 ｢(4)内容･ 項目の 分類｣ の ｢(C)ニ ュ ー ス と し て 強調さ れ
る意味｣｢(D)事実分析｣｢(E)背景･ 原因 ･ 前提条件｣ の項 目に使えるか , な ど考える ｡
(c) つ ぎに異な っ た点 ･ 変化 した点に注目する ｡ ｢(F)今後の影響｣｢(G)問題点｣ ｢(H)対策 ･ 解
決策｣｢(Ⅰ)対策の 実施可能性 と成果の 予測｣｢(∫)総合意見･ 感想｣ の 項目 に使えるか , な ど
考える ｡
6.2 意見の 出 し方
(a) 新聞記事に加えて , 雑誌 ･ 単行本の タイ トル や 内容な どをメ モ する ｡
特 に対立して い る意見に注目する ｡
(b) ｢(D)事実分析｣ に出て くる当事者 ･ 関係者の 関係図 (で きる だけ自分自身も い れ る) を
簡単 に つ くる ｡ こ れを横軸また は正面図と考える ｡
(c) ｢(E)背景･ 原因 ･ 前提条件｣ で 出て きた流れ , 歴史的経過や組織的メ カ ニ ズム を流れ 図
な どを簡単に書 い て み る ｡ こ れを縦軸また は側面図と考える ｡
(d) それ ぞれ の 当事者の 名称を横 に列挙し , つ ぎに得 な点 , 損な点, そ して 対策な どを縦に
3 区分して 表をつ くる ｡
(e) 上 記(b)と(c)の 図を眺めながら , 思 い つ くこ とをで きるだ け単語か単文に して , (d)の 表に
埋 めて い く ｡
(f) 2 つ , 3 つ と意味が つ なが っ て きた ら , ｢(F)今後の 影響｣｢(G)問題点｣｢(H)対策 ･ 解決策｣
｢(Ⅰ)対策の 実施可能性 と成果の 予測｣｢(∫)総合意見. 感想｣ の 項 目に どん どん追加記入 して
い く｡
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プ リ ン ト の o 発表 の班 の 学生 が , 発 o 時間の 都合上 , 2珪分 を続 o 配布資料 に頁表記を確





o ホ ッ チ キ ス 等 で 原則 と ( 例)1/32,2/32etc .
して 左肩閉じで 閉じる
｢ 経済発表. 評価感想票｣
発表中 , 不足や 印刷 ミ ス
分確認させ る
｢経済発表. 評価感想票｣ を
等 による資料請求は 一 切
認め な い こ と を明言する
･ 発表を聞 い て い なか つ
配布 の 記入項目の 確認 授業終了時に回収することと , たり , 未読の 場合は結果
記入内容が評価 に入る こ とを 的に評価が下が る こ と を
示す 理解させ る ○
発表
前の 班 1. 流れ 図 (簡単に) o 場面/ 登場人物/ 話題 / 塞
o 最大 の テ ー マ を中心に25分
感想 . 意見
流れ図を簡単 に説明す 要用語と横 に欄を作り ,場 面
る の 展開ごとに縦に登場 人物/ 重要な事柄の み を簡単に





･ 登場人物間の 関係性 を明確
o ス ト ー リ ー , 登場人物 ,
テ ー マ , 事柄等 の 流れ を
細部に拘泥しな い よう に
概説させ る
o 関係性が理解 しや す い
る
3. 全体 の 要点 (丁寧に)
にするこ と によ つ て テ ー マ に 敵対 . 相 互依存関係等 に
関わ る具体的な経済活動にお 特に着目するよう に指導
ける問題 の 在り方を浮き彫り
させ る
o 問題 とな つ て い る こ と は -
す る
o 発表する学生 自身が 要
最大の テ ー マ を軸 に整 言で言うと どう いう こ とか , 点と思 つ た こ と で 良 い こ
理 し , 要約する を簡単に示させ る とを明言し , 発表中 で も
4. 重要な用語 (簡単に) o 流れ図に記入 した重要用語 励ます . 独自の 調査 を し
調 べ た重要用 語 の 要点 の うち特に重要と思う少数の て い るか否か を引用文献
を , 作成した資料を基 専門用語に関する資料の 要点. 等 で確認する
に説明する を指摘する ･ 指摘 にと どめる
5. 新聞記事等 ( 簡単に) o テ ー マ に関わる事柄の 現状 ･ 引用文献の資料 の レ ベ
関連 した新聞記事や 専 に つ い て , 関連記事で 簡単 に ル (専門性, 一 次情報等々)
門誌等の 資料説明をす 説明する
･ 難易度や出来 . 不出来より
や記事を選んだ視点 (理
る 解深さ , 独創性等々) な
発表者各自が研究 内容 に どを考慮する
5分 感 じた ことや 意見を簡単 も, ど こ がわ か つ た か , どう o 調 べ る こ と , 少 し づ つ
に言う 思うか , 解決策は何か , に つ








上記の 前の 班と同じ 上記の前の 班と同じ 上記の 前の珪と同じ
請 講評 1. 発表 の 評価
2. 発表内容の 説明
3. 今後 の 発表者 ヘ の 助言
･ 時間の都合上 , 2珪分 を続 ･ 良 い 点を具体 的に指摘
秤
20
20分 け て 講評する する
o 1 - 2 点に つ い て 内容の 補 o 発表時の表現 の 個性的
足説明をする 側面も評価する
o 他 の班が真似 した方が 良 い o 配布資料の特 に熟読す
分 所 を必ず指摘する ベ き所 を指摘する
32 石井発 - ･ 山 岡昭吾





国際経済の 現状 , 国
(14)




な か の 日.本 擦 , 国際経済体制 , 国際経 際貿易 の 基 本的構 際経 済人 門』 伊
(1章) 済の 変貌 追 , 国際貿易体制 , 藤元重 著 , 日 本
2
. 国際 貿 易 2. 日本経済と国際貿易 , 質 貿易摩擦 等 を学習 経済新 聞社刊 ,
の 基 本 的構 易の メ カ ニ ズ ム , 比 較優 位 させ る 全 8 章の う ち 4
追 (6章) 理論 , 産業内貿易 章 (残 り の 4 章
時
間
3. 変 貌 す る 3. 自由貿易体制の変質, ガ ツ は 後期 に講 義す
国際 貿 易 体
削 (7章)
4
. 貿 易 摩擦
の 政 治 経 済
学 (5章)
ト体制 , 貿易政策の 基礎理論






個人単位 新聞継続研究 レポ ー ト テ
'⊥ マ 関連記 事の 1 講義 複 数 の 新 聞の 収
発表の説明 (で きる限り班発表の 内容に 変化を多角 的 に総 隻 . 整 理 . 分析
近 い も の をテ ー マ に させ る) 合的に分 析す る 方
法の 説明をする
法の 解説をする






『マ ン ガ 日 本経





貿易摩擦 , 円高対策, 産業 世界 の 中 の 日 本 1班
構造, 財政赤字 , 金融改革 の 視点 で 経済 的実 2章 清人 門 . 合本版』
銀行合併 , レ ミ ン グ症候群, 態 の 構造 的 メ カ ニ 日 本経 済新 聞社
ハ イ テ ク . ト ラ ッ プ , 支配す ズ ム を主 体 的に 理 干り, 4 分冊 合本
る波
外国為替市場 , 農業問題 ,
株式市場 , 土 地 問題
予算編成, 税制改革, 公共
事業, 補助金行政
解させ る の 合計19章
1_時間 (90分)
当 たり , 2班 で
4.章を発表する
_1.分冊の み 5章
パ ソ コ ン 海外 . 国内の 経済実態 国際化 . 情報 化 し _1 実習 C O M P U S E R V-
通信実習 ニ ュ ー ス , デ ー タ ベ ー ス た経済 の 動き を 実 実演 E, NⅠF
｢
r Y, P C-
日本関連情報 感させ る V A N, G-S E A-
R Cl-I
班単位発表 日本の 経営と国際経済
産業 . 企 業活動 の 3
発表
『テ ラ ス で 読 む2回目 新日本的経営 学習
1班
日本の経営 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン , 新創 最先端 の 実際 を稔 日本の 経 営』 目
莱 , M & A, オ フ ィ ス 改革 , 合的に学ばせ る 本経済新聞社刊 ,
ト ッ プ の条件 , 意志決定シ ス
テ ム , 人材流動化 , 外国人 .
女子社員 , ネ ッ ト ワ ー ク , 企
業戦略 t 良 い 会社
2章 全12章
1時間 (90分)
当f=り , 2姓 で
4章を発表す る
映画 日本企業の 海外進出 海外 の 現 地 の 人 ~1 見学 映画 『ガ ン . ホ - 』
ビデ オ 海外現地 の 活動と摩擦
( 時間調整が必要な時は , 省
か らみた 日本企業 .
日本人 観を 知り ,
日本 の 国際化 に つ
海外 派遣 社員 数
育 用 ビ デ オ等 を
使用す る
略する) い て 考えさせ る
徳
期
個人単位 新聞継続研究レ ポ ー ト テ ー マ 関 連 記 事 EE]発表 複 数の 新聞 の 収
発表 講義開始 一 週 間前ま で に 提 の 時系列 的比 較 か 2 学習 隻 . 整 理 . 分 析
1 回目 出させ た レポ ー トの う ち の ら実態 をダイナ ミ ツ 法 の 修得 , プ レ
優秀なもの を発表させ る ク に実感させ , 経済
的関係を考えさせる
ゼ ン テ - シ ョ ン
方法を学ぶ




1. 直接 投 資
企業行動と国際金融




講義 『ゼ ミ ナ ー ル 国
と 日 本 の 企 業の 行動原理 , 産業 の 空洞化 企 業の 行動 原理 , 際経済入 門』 伊
間
莱(8章) 2.外国為替市場, 為替リ ス ク 外国為替市場 , 為 藤元重 著 , 日 本
2. 外 国為 替 と ヘ ッ ジ ン グ, 為替 レ ー ト の 替 レ ー ト, 国際収 経済新 聞社刊 ,
取 引 と 為 替 決定と変動の 理論 , 購 買力平 支 , 国際 マ ク ロ 経 全 8章 の うち 4
レ ー ト(2章) 価説 済学 , 通貨制 度 , コ±二早
3
. 国際 収 支 3. マ ク ロ 政策協調, 国際収支 国際金融市場 , 国 欧米経 済誌を 適
と 国際 マ ク の変動メ カ ニ ズ ム , 国際 マ ク 際資本移動 , 累積 宜活用する
口 軽済学 口 径済学, 金融財政政 策 , 過 債務問 題等 の 理 論
(3章) 貨制度 的基礎 を学習 さ せ
4
. 国際 資 金
フ ロ ー と 国
際金 融 市 場
(4章)
4. 国際金融取引 , 国際金融 セ
ン夕 - , 国際金融市場, 国際





世界経済の 諸局面 . 問題
米国経済 , サ ッ チ ャ リ ズ ム 国際経済 の 枠 の 3 発表
1班
『テ ラ ス で 読 む
世界経済 E C市場統合, N ⅠE S, 社会主 中で 総括 的 に知識 世界経 済読本』
義経済, マ ク ロ 経済政策 , 自 を整理 させ る 日 本経 済新 聞社
由貿易圏構想 , 知的所有権紛 具体 的 な諸 問題 2章 刊 , 全12章
争, 先進国農業戦争 , 累積債 諸局面を通 じ て , 1時間 (9 0分)
務, 国際金融界 , 原油 の 行方 海外 の 視 点 か ら日
本を考えさせる
当た り , 2 珪 で
4章 を発表する
映画 日本企業の 海外事情 日本 と 海外 の 企 1 見学 映画 『夕 ツ カ ー 』,
ビ デ オ 海外現地の 活動 業活動 , 習慣 , 経 衛星放 送 , C N
海外の T Vニ ュ ー ス 営風土 の 違 い , グ N , 日 経 ニ ュ ー
海外企業の 活動 ロ ー バ リ ズ ム 等 を
考えさせ る
ス 等を使用する
講 演 . ビ ジ 国際ビジネス の 現状 日本 企 業 の 国 際 1 講義 渉外弁 護士 , M
ネ ス マ ン . 第 一 線 の実際と 日本の 国際 的活動 の 動 向を学 シ ンポ & A専 門 の 公 認
シ ン ポ ジ ウ
ム
化 の動向 び国際化 を考える ジウ
.
ム 会計士等
パ ソ コ ン 海外 , 国内 の活動状況 国際 的経済 活動 1 実習 C O M PU S E R V-
通信実習 ニ ュ ー ス , チ - 夕 べ - ス の 実際 の ダイナ ミ ツ 実演 I, N IF T Y,P C-





個人単位 新聞継続研究 レポ ー ト テ ー マ 関連記 事 2 発表 情報 収集 . 分析
発表 前回発表の と同 一 テ ー マ で の 変化 を多角 的に 学習 法 な ら び に プ レ
2 回目 完成させ る 総合的に 分析 させ ,
ま とめさせ る
ゼ ン テ - シ ョ ン
方法 の修得
34 石井栄一 ･ 山 岡昭吾
A Study of Te a ching Guidlin e s a nd Methods
of the lnte r n atio n al Ec o n o mic s
′
- A Pra cfic al T he o ry in the Cla s s r o o m-
Eiichi IS HIIa nd Sho ukichi Y A M A O K A
(Re c eived October 31,1994)
A BSTRACT
In order for the students to a cquire kn o w .ledge of inte r n atio n al e c o n o mics, pertinent
kn owledge and the skillc onc er nin g the infor m ation of the inter national ec ono mies, the
follo wing le ctu re s and m ethods a r ebe en gl Ven in the cla s sro o min order to s ur vive in this
inter national s o ciety.
1)T he s ubje ctivity of inter nation al ec ono mics foc u sing on the re s e a ch pre s entation .
2) M aking the le ctu r e s olid by the div er sific atio n of the cla s s.
3)G i ving the kind of le cture w hich enc o uraged stude nts to a cquire s o m ekn owledge s a nd
skills a sw ella s a v oluntary and c r e ative studying attitude .
K E Y WOR DS
Guidelin es, Pr a ctic e, Cre ative studying attitude, Re s e a ch pres entation , S killc o n c erning
infor m atio n, M anu al.
